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論　文　内　容　要　旨
骨には,感覚神経が豊富に分布し,骨のリモデリングや形態維持に関与することが報告されている｡また,
感覚神経は骨修復領域に密に分布することが知られているが,役割の詳細は不明である｡本研究は,ラットの
実験系を用いて,骨修復における感覚神経の役割を検討することを目的とした｡
ラットに,知覚麻痔を起こす作用を持つCapsaicinを投与して,感覚神経の機能を抑制した実験群とし,普
た, Capsaicinを含まない溶媒のみを投与し,感覚神経の機能が正常な対照群とした｡骨修復過程における痛
覚の有無を確認しCapsaicinの効果を判定するために,経時的にEye wiping testを施行した｡さらに,ラッ
ト頭頂骨に規格化した骨欠損を作製して,修復骨量をⅩ線画像により定量的に解析し,対照群と実験群とで比
較した｡
知覚麻痔はCapsaicinの投与後4遇まで持続し, 6週で痛覚が回復することがわかった｡修復骨量には対照
群と実験群とで有意差は認められなかったが,修復骨量のばらつきは,術後のどの週においても対照群より実
験群で大きかった｡さらに,実験群における修復骨量のばらつきは術後4遇で最も大きくなり,痛覚の回復と
相関して術後6遇で小さくなった｡また,実験群において既存骨の吸収像が認められたが,対照群では見られ
なかった｡
本研究は,感覚神経が機能しなくなると骨修復が正常に進まず(骨形成と骨吸収のバランスが崩れる可能性
を示し,感覚神経が骨修復におけるリモデリングの制御に関与していることを示唆した｡
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審　査　結　果　要　旨
骨は一生を通して骨形成と骨吸収からなるリモデリングを繰り返し,骨修復における修復骨もまた,リモデ
リングの結果として形成される｡感覚神経は骨に豊富に存在し,骨のリモデリングや形態維持に関与すること
が報告されている｡また,皮膚の損傷では感覚神経の治癒における促進的な役割が知られていることから,骨
修復においても感覚神経が治癒に関与する可能性が想定される｡しかし,骨修復領域に感覚神経が密に分布す
るとの報告はあるが,その役割の詳細は未だに不明である｡このような背景の下に,本研究は,感覚神経の機
能を抑制したラットを用いて,骨修復における感覚神経の役割を明らかにすることを目的としたものである｡
本研究では,感覚神経の機能を抑制するために,全身性に知覚麻痔を引き起こす作用を持つ薬剤であるカブ
サイシソを利用している｡生後9週齢のWistar系雄性ラットにカブサイシソ溶液を投与し,痛覚を抑制した
ものを実験群とし,また,カブサイシソを含まない溶媒のみを投与したものを,痛覚が正常な対照群とした｡
投与前と投与後1週, 2週, 3遇, 4遇, 6週の時点で,痛覚を調べる指標として用いられているEye wiping
testを施行し,カブサイシソの効果を確認した.さらに,投与後1週のラット頭頂骨に直径3.8tltEnの規格化骨
欠損を作製し,術後2週, 4週, 6週で濯流固定した｡固定後頭頂骨を摘出して軟Ⅹ線写真を撮影し,修復骨
量を二次元的に計測して統計解析し,対照群と実験群との間で比較検討している｡
本論文によると,カブサイシソによる知覚麻痔は投与後1過から4週まで持続し,投与後6過では痛覚の回
復が認められた｡修復骨量については対照群と実験群との間で有意差は認められなかったが,修復骨量の標準
偏差と変動係数は,術後どの週においても対照群より実換群で大きかった｡この結果は,実験群において個体
間の修復骨量のばらつきが大きいことを示している｡実験群における修復骨量のばらつきは術後4過で最も大
きくなり,痛覚の回復に対応して術後6週で小さくなった｡また,実験群では,対照群では認められなかった
既存骨の吸収像が観察された｡本研究で得られた知見は,感覚神経が機能しなくなると,骨形成と骨吸収のバ
ランスが崩れ　骨修復が正常に進行しなくなる可能性を示したもので,感覚神経が骨修復におけるリモデリン
グの制御に横極的に関与することを示唆するものと考えられた.
本研究成果は,骨修復研究に新たな知見を提供し,さらに生体組織全般における損傷治癒メカニズムの解明
にも貢献し得るものと判断された｡従って本論文を博士(歯学)の授与に値するものと認める｡
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